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編　　脹

かねてから建築中だった慮、上、西区の

公比飢（軍兵）がこのけど完成しました．

三伏とも　5月からこの新しい公民館で区兼

精が掴始されております。

49　年度は北区に3千万余の工事廿で建築

されろこと忙なってお　ります．

区　名 �世帯数 �男　子 �女　子 �計 

東　区 �588 �1．351 �1．335 �2．686 

上　区 �477 �98▲ �1．059 �2．0▲3 

中　区 �4317 �973 �1．01▲ �1．987 

北　区 �55之 �1166 �1ユ52 �2．318 

再　区 �623 �1ユ83 �1．311 �之．▲9▲ 

西　区 �669 �1．448 �1．379 �2．827 

外　人 �3▲ �36 �28 �64 

計 �3．380 �1141 �1278 �14．419 
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第65号　　　　　　　　　嘉手納村広報　　昭和49隼6月15日（土日2）

土人鎮出欽別総括よ（ 　　鼓 �故　人） 本年度卓算鎖 �前年度予暮餞 �比　　　　　　　鮫 

1　村　　　　　　　　　税 �102．966千円 �60．8▲5千円 �▲2．121千円 

2　地　方　■　与　　税 �2．538 �lJ〉66 �1．472 

3　自動■取得税交付金 �6．082 �1．565 �4．517 

1雫毛馬も幣原豊 �8．921 �竹630 �1．291 

5　費設書聖各町豊 �160．867 �159．124 �1．743 

81地　方　交　付　　金 �342．983 �294．955 �▲8．028 

7　交通安全対策特別交付金 �1，516 �1β38 �178 

8　分　粗金及び　負　粗金 �115 �4．956 �△　　4．8▲1 

9　使用　料及び手数∴料 �13．101 �1178 �5．923 

10　日　　■　支　出　　金 �396．734 �405．98■7 �△　　9．253 

11　農　　支　　出　　金 �17．286 �17．3▲0 �△　　　　54 

12　財　　産　　収　　入 �82．962 �54．87▲ �28．088 

15　書　　　　付　　　　金 �1 �1 �0 

14　繰　　　　入　　　　金 �7 �6 �1 

15　線　　　　地　　　　金． �1 �1 �0 

16　諸　　　　収　　　　入 �17．352 �11．59■7 �5．755 

17　村　　　　　　　　　　償 �88．101 �33．802 �54．299 

故　　人　　合　　計 �1．241．53■3 �1‘〉62．265 �1■79．268 

L

四
十
九
年
度
予
算
可
決

十
二
億
四
、
一
五
三
万
三
千
円

～
教
育
費
・
民
生
費
・
土
木
費

な
ど
で
大
半
占
め
る
～

第
十
五
回
裏
手
納
付
醜
女
定
例
会

は
、
三
月
十
】
日
か
ら
四
月
五
日
量

で
の
二
十
六
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
、

昭
和
四
十
九
年
度
一
般
会
計
手
書
を

は
じ
め
、
三
十
三
件
の
穐
案
が
t
許

さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
は
、
鎗
細
十
二
他

四
一
五
三
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
一

憺
七
、
九
二
六
万
円
の
増
で
十
六
・
八

七
バ
ー
セ
ソ
ー
の
伸
び
率
と
な
っ
て

お
り
量
す
。

ま
た
、
昭
和
四
十
九
年
庇
慮
手
納

村
水
道
亭
集
金
計
予
算
が
八
、
四
〇

二
万
円
、
昭
和
由
九
年
度
慮
手
納
村

田
民
蛙
よ
保
険
特
別
会
計
予
算
が
一

仕
一
・
五
一
五
万
円
、
．
昭
和
由
十
九

年
度
裏
手
納
材
下
水
道
事
彙
特
別
会

計
予
算
が
八
、
八
四
九
万
円
と
な
っ

て
お
り
隻
す
バ

ー
鮫
会
計
の
騨
業
で
鉄
則
に
主
な

も
の
を
あ
げ
て
み
ち
と
次
の
と
お
り

です。

◎
総
務
■

▼
交
通
安
全
対
策
■
二
九
五
万
円

（
交
通
安
全
施
設
工
事
★
）

◎
民
生
サ

▼
毛
人
縞
址
十
二
、
〇
六
九
万
円

（
老
人
医
療
扶
助
、
敬
老
見
舞
金

▼
児
i
措
■
千
六
、
七
ヒ
六
万
円

（
児
童
手
当
）

▼
扶
助
十
一
六
五
万
円
（
困
窮
世

帯
へ
の
物
安
代
、
現
金
給
付
）

◎
栴
生
す

▼
伝
染
病
予
防
t
七
〇
二
万
円

（
煙
＃
消
書
、
予
防
接
柵
）

▼
塵
芥
処
理
サ
六
七
六
万
円
二

股
世
帯
へ
の
ゴ
1
袋
補
助
）

▼
し
尿
処
理
t
六
八
九
万
円
（
し

尿
終
未
処
理
委
託
書
）

▼
下
水
道
豊
爛
千
三
、
〇
七
三
万

円
（
下
水
遇
特
別
会
計
繰
出
金
）

◎
労
■
サ

▼
一
般
失
業
対
策
事
業
十
八
〇
八

万
円
（
労
賃
）

」

◎
農
林
水
産
業
サ

▼
農
林
梶
井
千
三
一
七
万
円
（
点

薬
、
農
鏡
具
購
入
補
助
）

▼
漁
港
建
投
■
二
、
七
〇
〇
万
円

（
公
有
財
産
■
入
す
）

◎
商
工
ナ

▼
商
工
振
れ
千
一
八
八
万
円
（
商

工
会
補
助
）

◎
土
木
す

▼
適
格
維
持
i
三
〇
四
万
円
（
排

水
路
改
♯
エ
■
－
千
丁
田
、
裏
手

納
、
水
釜
地
内
）

▼
道
路
新
設
改
良
十
七
、
七
〇
〇

万
円
（
村
道
♯
衰
工
事
、
讐
セ

ソ
ク
ー
入
口
欄
蒙
新
設
、
村
道
三

二
号
線
改
良
工
事
、
i
小
排
水
改

修）▼
輯
路
事
業
千
二
、
二
〇
〇
万
円

（
村
道
七
二
号
線
新
設
工
事
）

◎
教
育
十

▼
学
校
管
理
千
一
、
四
九
〇
万
円

（
防
音
豊
臣
維
持
運
営
千
．
緒

検
鯵
十
、
誓
、
医
療
扶
助
）

▼
教
育
振
興
〇
三
七
四
万
円
（
要

保
護
〇
年
要
保
護
児
童
扶
吼
特
珪

教
育
就
学
隻
励
補
助
）

▼
事
故
建
設
千
三
億
三
、
六
〇
四

万
円
（
■
小
増
築
、
鼻
小
改
築
改

造
、
鼻
小
体
育
館
腰
所
、
足
音
小

便
所
、
屋
良
小
体
育
館
簾
毅
）

▼
公
民
鮨
千
三
、
三
二
〇
万
円
意

匠
学
習
等
供
用
施
設
建
投
ナ
）
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（醜　　出） 

鉄 �本年度予期 �附年度予算蛸 �比　　較 �本年度予算’鏑の肘淋内訳 特　　定　　財　　源 ���一・棋Il川i ●）41■rl】 

帥支山金 �地　方　債 �そ　の　他 

1 �297▲lfR �24〝85刊1 �4．956千円 �fn �千円 �f円 �】9 �7 縫 2総汚す �159βも1 �132．3こけ �2129▲ �2．▲21 �1 �1β70 �155 �5：lリ 

119892 �113J）35 �36．857 �呪406 � �5．827 �56 �6：）．1 3．民 ▲・鮪生す �75530 �53声37 �22．293 �▲99 � �776 �74 �Zr云 

8086 �8ユ46 �△　60 �3977 � � �4．10リ 5労働や 6農林水産乗員 �43β32 �13ユ09 �30523 �1き87 � � �4㍑ユ45 

3　　9 �1β25 �1月0▲ � � � �3β29 ワ商工千 　木十 �　β之 115890 �84821 �51．866 �3 �65．200 �軋836 �41．851 

8土 9消防★ �32．▲83 �24．573 �1910 �1 � � �32．▲82 　2 

0　教 �528671 �594979 �△66β08 �318．226 �22．900 �2ユ73 �1防．37 1 11災害復旧千 �▲ �▲ �0 � � � �▲ 

2仇　債　す �18406 �17126 �1声80 � � �2β90 �15．416 l　z； �57589 �1 �57588 � � � �57．589 

13諸支出金 14予備賛 �18β49 �15J）81 �3月65 � � � �18．349 717140 

歳L出合　計 �1月41533 �1062月65 �179月68 �▲14020 �88ユ01 �22272 � 

j

優
良
町
村
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

新
垣
正
雄
さ
ん
、
島
袋
芳
子

さ
ん
も
そ
ろ
っ
て
自
治
功
労

者
と
し
て
受
彰

－
全
国
町
村
会
か
ら
ー

去
る
一
月
三
十
一
日
東
京
で
開
か

れ
た
全
国
町
村
金
定
期
総
会
（
会
長

河
津
寅
鮭
）
に
お
い
て
、
優
良
町
村

と
し
て
表
彰
さ
れ
、
そ
の
伝
達
式
が

三
月
八
日
那
覇
沖
鶴
全
館
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
自
治
功
労
者
と
し
て
、
収

入
役
新
垣
正
雄
さ
ん
、
会
計
係
偽
装

芳
子
さ
ん
も
全
国
の
受
彰
者
と
共
に

表
彰
さ
れ
ま
し
．
た
。

こ
の
度
の
名
誉
あ
る
受
彰
は
、
村

行
政
が
地
方
自
治
の
本
旨
に
そ
っ
て

町
村
自
治
の
健
全
な
発
展
を
極
め
た

と
い
う
こ
と
で
表
彰
さ
れ
た
も
の
で

す
が
、
次
の
よ
う
な
事
菜
が
特
に
拷

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

①
煙
＃
消
暮
事
業
に
つ
い
て

本
村
は
、
住
民
地
域
の
人
口
密

度
が
著
し
く
高
い
た
め
伝
染
病
対

策
に
重
点
を
お
い
て
い
る
が
、
そ

換
昆
虫
¢
除
邑
（
二
人
）
を
置
い

て
、
村
内
全
般
に
煙
＃
消
寺
を
実

施
、
蚊
や
ハ
エ
に
上
る
伝
染
病
の

発
生
が
著
し
く
低
下
し
成
典
を
納

め
て
い
る
。

㊥
老
人
福
祉
対
策
に
つ
い
て

老
人
福
祉
対
策
と
し
て
、
村
内

独
自
の
敬
老
年
金
贈
与
条
例
七
制

定
、
檎
七
〇
才
以
上
の
老
人
に
対

し
て
年
金
を
支
給
し
て
い
ろ
。
更

に
中
央
公
民
館
に
老
人
休
養
室
も

設
け
老
人
の
憩
い
の
場
と
し
て
利

用
し
て
頂
い
て
い
る
。

⑳
ノ
ー
カ
ー
デ
ー
の
実
施
に
つ
い
て

近
年
文
通
事
情
の
悪
化
と
役
場

註
ヰ
場
が
狭
い
た
め
、
村
役
場
で

は
、
毎
週
月
曜
日
セ
ノ
ー
カ
ー
テ

ー
と
し
て
設
定
、
t
員
は
徒
歩
や

パ
ス
で
通
勤
し
、
住
民
や
外
来
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
便
宜
を
図
っ
て

いる。

⑳
中
央
公
民
館
の
投
■
K
つ
い
て

嘉
手
納
基
地
か
ら
発
生
す
る
爆

音
被
書
の
実
情
を
政
府
へ
強
く
訴

え
要
請
し
た
括
果
、
昭
和
四
十
八

年
に
村
中
央
公
民
館
が
完
成
、
館

内
に
は
大
ホ
ー
ル
、
小
会
議
室
、

図
書
室
、
児
童
生
徒
の
学
習
室
、

料
理
講
習
室
、
毛
人
体
♯
量
等
が

設
■
き
れ
て
い
て
児
i
生
徒
の
学

習
を
は
じ
め
、
各
慮
団
瞳
の
活
動

を
は
じ
め
、
各
鍾
講
習
亀
村
民

の
椿
姫
披
蔵
書
に
利
用
す
る
な
ど

多
大
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ろ
。

⑤
県
内
初
の
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
栽
培
に

つ
い
て

農
耕
地
が
狭
少
で
限
ら
れ
た
耕

作
面
積
の
本
村
で
は
反
収
の
多
い

園
芸
作
物
が
必
要
と
な
っ
て
く
る

そ
こ
で
は
じ
め
た
の
か
ク
ラ
ジ
オ

㌧
フ
ス
栽
培
で
あ
る
。
村
で
は
四
十

七
年
十
一
月
本
土
彙
者
を
通
じ
て

農
家
に
栽
培
さ
せ
、
四
十
八
年
三

月
に
「
鱒
き
た
わ
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
」

と
し
て
、
県
内
を
は
じ
め
東
京
、

千
桑
一
帯
の
市
場
へ
出
荷
し
た
。
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昭和45年
4月1日

やすい保険料（月180円）で
さかのぼって納め高い年金に結
びつけよう

0

が肋　か保四l　和た　そ　し　年　く　り　の　ちで沖
でめ　の除年昭　三周　の　主　食れ九人　はいれ
き　るば料）和十閃lお　し　に　て年た、る　K
t　こ　つを分　四　六〈　く　た加　国　も　ち本人　任
す　と　て　さ　の　十年Il■ざ　れ　が人　民　お　上　土　た　ん

昭和36年　　　　　　　　さかのぼって納められるW幻
4月1日　　　　　　（本土の人たちが納めてきた期調）

9年分　8年分　7年分　6年分　5年分　4年分　3年分　2年分l年分

木上の人た
もが加入しく一・一一一一一一・加入したものとみな辛れたⅦ・三ト一一一一一一一・ケたらが加

はじめた隼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人した年

た　て　り　と

と　い　放　し

え　董：b　て
ば　す　れ取

U

新
垣
正
雄
さ
ん

島
袋
芳
子
さ
ん

戯
ら
二
十
丘
年
余
l
こ

既
薪
垣
さ
ん
は
役

場
入
り
さ
れ
て
か

な
り
圭
す
。
そ
の

刷
新
把
捉
、
t
地

偽
装
さ
ん
も
餌

壇
き
ん
同
様
役
場

勤
め
は
∴
十
丘
年

余
に
な
り
ま
す
。

月
旦
　
会
計
主
任

国
民
年
金
だ
よ
り

主
仰
、
主
小
、
財
政
繰
長
を
鮭
川
．

昭
和
三
十
1
二
年
八
月
に
収
入
役
に
遡

任
さ
れ
、
現
在
三
期
日
に
な
り
生
す

平
川
土
地
㈹
題
の
多
い
本
村
で
上
地

主
仔
や
財
政
兼
良
な
ど
の
職
に
就
か

れ
て
．
土
地
農
作
や
財
政
美
作
に
力

を
沌
い
で
こ
ら
れ
量
し
た
。

誠
実
な
人
柄
は
、
村
民
か
ら
の
信

望
も
厚
く
、
■
場
内
で
も
良
き
光
昭

と
し
て
尊
敬
さ
れ
て
お
h
工
事
で
。

上
小
柄
．
－
小
、
収
入
役
職
務
代
理

者
な
ど
を
拝
命
、
現
在
金
井
除
と
し

て
卜
の
排
卵
中
州
は
曲
集
さ
ん
の
手

中
で
処
理
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
叫
務

さ
ば
き
は
鵡
く
評
価
与
れ
て
お
り
ま

す。
生
来
例
ら
か
な
性
格
で
鳥
袋
さ
ん

の
あ
る
と
こ
ろ
た
え
ず
笑
い
が
絶
え

ず
、
ま
わ
り
な
朋
ろ
く
し
て
お
り
ま

す。

‘
一
三
き
よ
l
一
一
1
・
．
ご
■
・
・
一
l
l
三
三
ラ
・
′
ヽ
′
ヽ
・
三
【
－
－
‘
’
r
ヽ
二
・
＝
・
′
～
一
；
〓
t
I
‘
’
l
三
三
と
i
■
■
一
t
三
吉

知
念
山
撃
・
さ
ん
も
受
形
（
永
咋
勤
続
）

全
国
連
合
戸
籍
事
稚
協
議
会
か
ら

昭
和
四
十
八
咋

十
月
門
口
束
・
肌
で

閲
か
ら
れ
た
企
国

連
合
戸
箱
小
職
協

洩
仝
（
会
長
佐
野

促
厨
）
に
お
い
て
、
化
民
凛
の
知
念

由
紀
子
さ
ん
（
土
壌
捕
）
か
戸
綿
耶

雅
の
永
年
軌
柁
者
と
し
て
、
全
回
の

受
彰
者
と
共
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

知
念
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
九
年
に

役
場
に
戯
■
し
て
今
日
ま
で
戸
帝
郎

作
一
途
に
面
亜
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た

が
、
武
戯
当
時
は
戸
柏
も
ま
だ
完
全

に
整
備
さ
れ
て
な
く
、
い
わ
ゆ
る
戦

禍
で
戒
失
し
た
戸
舟
の
整
備
中
で
、

そ
の
鰹
偵
q
l
務
K
も
尽
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

性
架
の
仕
事
に
対
す
る
情
熱
と
研

究
心
の
強
い
性
格
で
、
現
在
で
は
村

の
戸
籍
専
務
に
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
戸
籍
■
精
相
通
者
の
一
人
と
な
っ

て
お
り
量
す
。

‥

園
で
お

わ
か
り
の

よ
う
に
、

沖
嶋
托
住

ん
で
い
た

人
た
ち
は

本
t
の
人

た
ち
よ
∩

九
年
関
も

お
く
れ
て

加
入
し
た

こ
と
に
な

り
ま
す
が

そ
の
お
く

れ
た
糊
聞

（
昭
和
三

十
六
年
四

月
～
昭
和

四
十
五
年

三
月
）
　
は

加
入
し
て

い
た
も
の

（
追
納
早

見

蓋

昭
和
六
年

四
月
一
日

ま
で
に
生

れ
た
人
に

は
九
年
間

昭
和
六
年

四
月
日
．
日
か
ら
昭
和
七
年
四
月
一
日

ま
で
の
閑
に
仕
れ
た
人
は
八
年
間
、

昭
和
ヒ
年
～
昭
和
八
年
が
七
年
間
・
‥

そ
し
て
椚
和
十
三
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
十
円
年
内
月
一
日
ま
で
の
閥
に

坐
れ
た
人
は
鵬
年
間
と
い
う
上
う
托

咋
令
に
応
じ
て
そ
の
加
入
し
て
い
た

と
み
な
さ
れ
た
期
間
が
、
す
で
に
皆

さ
ん
の
被
侃
険
者
期
皿
に
加
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
　
〃
皆
さ
ん
に

お
す
す
め
し
た
い
の
で
す
。
み
な
さ

れ
た
勅
附
分
の
保
駿
料
を
納
め
る
こ

と
を
〃
　
本
土
に
い
る
同
年
令
の
人

た
ち
が
、
そ
の
当
時
に
納
め
忘
れ
た

保
険
料
を
人
′
か
ら
納
め
よ
う
と
し
ま

す
と
月
に
九
〇
〇
円
の
額
で
し
か
納

め
ら
れ
ま
せ
ん
が
沖
縄
に
住
ん
で
い

た
人
た
ち
は
月
に
一
八
三
円
と
い
う

や
す
い
保
険
料
で
納
め
る
こ
と
が
で

も
　
し
か
も
受
け
る
年
金
は
未
土
の

人
た
ち
と
、
ま
っ
た
く
変
ら
な
い
年

金
珊
で
す
の
で
非
常
に
お
得
で
す
。

こ
の
チ
ヤ
ソ
ス
に
ぜ
ひ
納
め
る
よ
う

お
す
す
め
し
ま
す
。

◎
納
め
た
い
人
は
、
社
会
保
険
や
務

所
か
、
市
町
村
役
所
で
国
民
年
金

保
険
料
納
付
遍
を
も
ら
っ
て
、
お

近
く
の
銀
行
か
郵
便
局
へ
納
め
て

く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
な
お
知
り
に
な
り

た
い
方
は
、
社
会
保
険
事
務
所

（
〇
九
八
三
七
－
七
八
八
二
）
か

村
役
場
（
二
〇
〇
一
・
二
六
二
八

に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
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裁判費用の立替制度と
交通事故の法律無料相談

■
－
ヽ

ご
案
内

′

沖
■
弁
義

士
会
で
は
、

r
財
団
法
人

法
律
扶
助
協

会
沖
▲
文
節
】

な
設
立
、
経

済
的
に
息
量

れ
な
い
人
び

と
の
た
め
に

裁
判
サ
用
や

弁
護
士
費
用

七
立
替
え
、

何
人
も
平
等

に
法
の
保
法

が
受
け
ら
れ

る
よ
う
裁
判

へ
の
道
が
開

か
れ
て
お
り

生
す
。士

た
、
山

並
多
発
の
傾

向
に
あ
り
ま

す
文
通
申
故

裁
判
費
用
に
お
困
り
の
お
力
に
は

立
替
の
道
が
開
か
れ
て
お
り
ま
す

「

－

■

■

■

－

■

●

－

■

一

■

●

■

■

■

■

■

■

■

●

●

」

…
鮒
川
法
律
扶
助
協
会
の
手
引

「

　

－

　

●

●

－

■

－

－

●

●

l

■

■

－

－

　

－

●

●

■

■

■

の
張
付
に
か
ん
が
み
、
自
動
串
増
血

に
生
つ
わ
ろ
山
顆
眠
肌
の
適
正
か
つ

山
地
を
処
理
を
促
進
す
る
こ
と
セ
ロ

叫
に
「
仙
川
は
人
日
弁
連
失
地
叫
故

M
逓
セ
ソ
ク
ー
押
測
文
細
」
も
肌
設

し
て
い
り
ま
す
。

こ
の
一
つ
の
刷
性
に
つ
い
て
、
再

宥
左
こ
丑
叫
い
た
し
止
し
⊥
つ
。

払
た
ち
の
生
活
に
は
、
い
ろ
い
ろ

の
紛
争
が
起
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え

は
、
「
土
地
や
家
屋
の
明
並
し
」
「
貸

金
の
取
立
、
代
金
の
支
払
い
」
　
「
＃

婚
肘
掛
料
、
扶
t
料
の
訪
求
」
　
「
交

通
事
故
や
才
力
な
ど
に
上
っ
て
受
け

た
損
書
賠
償
」
等
々
。

こ
ん
な
場
合
、
自
分
の
力
で
は
ど

う
忙
も
解
決
で
さ
を
い
と
き
忙
は
、

戯
刊
忙
よ
っ
て
利
益
を
守
る
以
外
に

方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
か
、
裁
判
に
は
普
通
か
な

り
東
川
示
か
か
り
ま
す
。
仮
に
慣
用

音
節
約
す
る
た
め
に
、
臼
分
で
訴
訟

な
す
る
と
し
て
も
、
ま
ず
、
訴
状
に

は
ろ
印
紙
代
、
送
通
約
、
証
人
等
の

旅
僧
、
ロ
コ
場
合
忙
よ
っ
て
は
篭
定

田
や
仮
五
両
鶴
の
保
止
金
の
準
備
が

必
要
で
す
。
そ
の
上
、
訴
訟
に
ふ
な

れ
な
た
め
に
挽
川
卜
純
か
遅
れ
た
り

椿
て
ろ
訴
訟
か
n
け
た
り
、
い
ろ
い

ろ
の
ス
利
益
な
こ
う
む
り
が
勺
で
す

そ
こ
で
、
弁
護
士
忙
頼
む
こ
と
に

走
れ
ば
、
東
に
弁
漣
士
の
手
数
料
の

用
悪
も
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
費
用
に
お
幽
り
の
方
々

の
た
め
に
、
戯
判
廿
用
や
弁
護
士
の

手
数
料
、
謝
金
等
を
立
番
え
て
弁
護

士
忙
鰯
ん
で
紛
争
が
処
理
で
き
る
よ

ぅ
忙
設
け
ら
れ
た
の
か
こ
の
制
度
で

す。

1

　

－

　

　

●

　

■

■

l

 

l

 

l

 

l

 

l

　

▲

当
協
会
で
は
、
民
事
事
件
に
つ
い

て
扶
助
の
申
込
み
を
受
け
ま
す
と
、

依
頼
者
が
本
当
墜
困
っ
て
い
る
か
否

か
、
事
件
が
扶
助
に
仏
す
る
か
ど
う

か
セ
審
査
し
ま
す
．

そ
し
て
、
扶
助
す
る
こ
と
ド
決
定

す
る
と
、
当
協
会
か
ら
弁
さ
士
金
忙

頼
ん
で
そ
の
事
件
を
担
当
す
各
弁
護

士
七
銀
ん
で
椎
せ
ん
し
て
も
ら
い
、

そ
の
弁
護
士
に
破
判
賛
用
や
手
数
料

等
な
、
依
覿
者
の
た
め
に
立
替
え
て

支
払
い
量
す
。

担
当
弁
護
士
は
使
用
者
の
代
理
人

と
な
っ
て
亭
件
な
訴
訟
、
士
た
け
騨

仲
等
で
処
座
し
ま
す
。
事
件
が
解
決

す
る
と
、
依
頼
者
は
当
協
会
か
ら
立

替
を
受
け
た
金
員
の
全
部
ま
た
は
一

群
を
．
一
時
に
、
ま
た
は
分
割
し
て

当
協
会
に
償
還
す
る
こ
と
忙
な
っ
て

い
ま
す
。

弁
護
士
に
よ
る

〝
交
通
事
故
〃

無
料
法
律
相
談

本
学
に
し
て
文
通
車
故
に
あ
っ
た

と
き
、
直
接
の
披
満
苦
は
も
と
よ
り

豪
旋
げ
－
日
も
早
く
全
快
を
祈
る
一

カ
、
桁
拙
僧
、
性
病
冊
の
心
髄
を
し
な

く
て
け
な
り
量
せ
ん
。
こ
れ
は
加
溺

れ
と
て
吊
じ
で
す
。

文
通
小
故
相
通
は
加
婁
者
が
誠
意
を

示
し
、
披
昔
者
も
法
外
を
要
求
を
し

な
い
セ
円
浦
空
ボ
淡
が
成
立
す
る
槌

企
も
あ
り
士
す
が
、
亜
合
に
よ
っ
て

は
．
小
放
出
か
判
り
こ
ん
で
き
て
話
を

こ
じ
ら
せ
た
り
、
涙
金
推
皮
で
か
た
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づ
け
ら
れ
る
例
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
上
l
K
思
い
も
上
ら
な
い
馴

鹿
に
あ
っ
て
幽
点
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
l
に
、
弁
護
士
会
は
日
弁
連
亘

事
故
相
談
七
ソ
ク
ー
セ
設
立
し
、
信

用
の
お
け
る
柏
験
所
を
開
設
し
て
お

h
二
t
す
。
ピ
ー
ぞ
お
気
畦
に
と
利
用

下
さ
い
●

難
椙
級
担
当
者
は
専
関
の
弁
護
士
で

加
害
者
、
畿
青
春
七
闘
わ
ず
、
無

料
で
相
談
に
応
じ
、
秘
術
は
厳
守

さ
れ
量
す
。

楽
頼
政
の
具
体
的
な
例
は
、
心
拍
寓

の
請
求
金
鎖
に
つ
い
て
、
㊥
示
談

の
方
法
と
知
識
、
㊤
根
雪
賠
椚
金

の
請
求
方
法
、
①
保
険
金
の
摘
求

0
そ
の
他
交
通
事
故
に
関
す
る
一

切
の
法
律
相
談

△
法
律
扶
助
協
会
へ
の
申
込
み
は

沖
■
弁
凍
土
会
即
精
励
（
那
周
布

字
世
道
三
七
ヒ
番
地
、
縫
判
所
ビ

t
姑
五
五
－
二
二
〇
六
・
三
三
－

五
〇
〇
二

△
財
団
法
人
日
弁
迎
文
通
即
放
和
談

七
ソ
ク
ー
沖
縄
支
那
の
相
談
日
は

群
鵬
相
談
所
（
右
忙
同
じ
）

コ
ザ
相
談
所
（
コ
ザ
而
字
上
地
三

九
〇
番
地
那
覇
他
方
親
側
所
コ
ザ

支
部
構
内
沖
縄
弁
護
士
会
コ
ザ
分

室）

と
も
忙
晦
週
土
叫
日
午
肋
九

時
か
ら
正
午
ま
で

み
ん
な
で
大
切
に
し
ま
し
よ
う

村
内
各
宴
所
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
1

最
近
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

急
激
な
進
展
に
と
も
な
い
、
文
通
寧

故
は
急
激
に
蕗
化
し
て
い
る
状
況
に

あ
り
、
深
創
な
社
金
閣
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
日
々
発
生

す
争
文
通
ヰ
故
は
村
民
の
日
常
生
活

に
多
大
の
不
安
を
与
え
て
い
る
現
状

で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
激
増
す
る
交
通
申
故
も

抑
止
す
る
た
め
に
、
昭
和
四
十
七
年

度
か
ら
交
通
安
全
施
設
等
整
備
中
菜

を
実
應
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
車

乗
の
一
耳
と
し
て
、
村
内
一
円
の
主

要
道
略
に
道
路
損
読
十
六
本
、
迫
虚

反
射
税
（
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ト
）

十
九
本
を
、

百
七
二
万
六

一
千
円
の
焚
用

ラ
　
（
四
十
八
年

ミ
皮
予
算
）
を

プ
投
じ
て
三
月

一
二
十
日
に
工

力
　
上
平
か
完
了
し

た
交
通
聯
故
の

れ
縫
和
に
多
大

の
効
果
が
で

て
お
り
村
民

か
ら
大
変
尊

ば
れ
て
お
り

ま
す
。

選
管
か
ら
の
お
知
ら
せ

七
月
七
日
は
参
議
院
議
員
選
挙
の

投
要
目
で
す

投
票
日
は
、
昭
和
四
十
九
年

七
月
七
日
で
す
。

投
票
時
間
は
今
回
に
限
り
、

午
前
七
時
か
ら
牛
後
七
時
ま

で
で
す
。

投
票
の
方
法
は
、
地
方
区
選

出
議
員
（
黄
色
の
投
票
用
紙
）

か
ら
先
に
投
票
し
、
あ
と
に

全
国
区
選
出
鰻
自
（
白
色
の

投
票
用
紙
）
セ
行
な
い
隻
す

投
票
所
は
、
裏
手
納
村
中
央

公
民
鵬
と
嘉
手
納
小
学
校
体

育
館
で
す
。

嘉
手
納
村
中
央
公
民
館
で
投

票
で
さ
る
者
は
、
東
区
、
上

区
、
中
区
の
有
権
者
で
す
。

嘉
手
納
小
学
校
体
育
館
で
拇

票
で
さ
る
者
は
、
北
区
、
南

区
、
西
区
の
有
権
者
で
す
。

名
簿
に
登
録
さ
れ
る
資
格
の

あ
る
者
は
、
下
記
の
要
件
を

具
備
し
て
い
ろ
者
で
す
。

1
日
本
人
で
績
二
十
歳
以
上
の

者
（
昭
和
二
十
九
年
七
月
八

日
以
前
に
出
生
し
た
者
）

2
蔓
中
日
現
在
に
お
い
て
遺
産

櫓
を
有
し
、
か
つ
当
村
の
住

民
稟
ふ
作
成
さ
れ
て
か
ら
引

き
三
か
月
以
上
当
村
の
住
醇

基
太
台
幌
に
超
録
さ
れ
て
い

る者。（
昭
和
四
十
九
年
三
月
十
二

…
…
…
∬
…
錯
墨
、
■

す
る
者
）
但
し
、
他
市
町
村

に
転
出
し
た
者
が
、
他
市
町

村
の
選
挙
人
名
簿
に
丑
錬
さ

れ
る
資
格
が
な
く
、
士
だ
当

村
の
選
挙
人
名
書
か
ら
抹
消

さ
れ
て
な
い
者
は
、
当
村
に

帰
っ
て
き
て
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

（
二
重
投
幕
の
な
い
よ
う
に

充
分
注
意
し
て
下
さ
い
）

山
鳥
爺
竜
は

寧

正

し

嘗

よ
掴
膵
相
馬
毛
董
，
鳥


